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要約

 ベトナム語の各時期

1. 紀元前から17世紀

2. 17世紀から1975年

3. 1975年から現在

 ベトナム語の特徴

 ラテン化と伴うメリット、デメ
リット



 これらの国は漢字文化圏の諸国である。

 文化・言語・主教などにある程度の類似点がある。



 ベトナムは、地理的に東南アジアにあるが、歴史を遡っていたら、漢字文化圏
の一国とされている。

 日常生活の習慣、文化、特に言語は中国の影響を受けているのが証明



ベトナム語の各時期

 １．紀元前から 1675年

 昔、ベトナム語は書き言葉なく、話す言葉のみが特徴。

 中国の支配地域になって以来、漢字で表記するように
なった。

 また、中国語の影響を受けて、声調言語になった。

 ベトナムの古典や歴史的な記録が多くは、漢字による
漢文で書かれていた。



大越史記全書：漢文による編年体の歴史書（紀元前の2879年
~1675年）



ベトナム語の各時期

 2. 17世紀から1975年

 フランスの植民地時代：漢字と共に、チュ・クォック・グー（國語のベトナム
語読み）が誕生。

 1651年から、カトリック教会のフランス人やポルトガル人の宣教師などと当時
の数人のベトナム人がベトナム語をラテン・アルファベットで表記しようとし
ていた。

 地域や民族により、各地域に方言があり、言葉自体に違う点もあった。



ー1枚目：カトリックの本（1651年出版）左：ラテン語・右：「國語」
ー2枚目：1851年、初めて、「國語」で書かれた雑誌



ベトナム語の各時期

 3.1975年から現在

 1975年、ベトナムが統一されてから、ベトナム社会主義共和国が実施した教育
改革に関連した文字の変更など、クオック・グー「國語」文字の修正が行われ
ました。

 現時点では400万人以上のベトナム人が海外に住んでおり、国内の教育改革の
良し悪しに加えて、クオック・グーという言葉の概念と使用には、各使用者や
学歴に応じて一定の違いがある（例えば、ハノイの方言を標準にするなど）。



ベトナム語の特徴

割合

漢字語 ベトナム語 外来語

 漢字語が60％、もともとベトナム
語の言葉が30％、外来語（フラン
ス、ポルトガルなど）が５％。



ベトナム語の特徴

 声調言語であり、６つある。

 １。Ma : お化け

 ２。Mà :しかし

 ３。Má : 母

 ４。Mả : 墓

 ５。Mã : 馬

 ６。Mạ ：稲のなえ



ベトナム語の特徴

 文字数が基本字26字から F, J, W, Z を除いた22字に
マーク付きの7字（ă,â,ơ,ô,đ,êなど)を加えた次の29字
である。



ベトナム語の特徴

 ベトナム語の基本的な語順は英語と
同じです。 主語、動詞、目的語や
補語の順番で話す。

 動詞が英語、日本語と違い、変化し
ない。



ラテン化のメリット・デメリット

 メリット：漢字の不便性・非効率性・識字率に対して、ラテン化は多くの問題
が解決できた。

 デメリット：伝統的な漢文や、漢字で記録されたの歴史は現在のベトナム人が
ほとんど理解できない。これは民族の歴史的な断絶とされる意見もある。



お寺などでほられる漢文 有名な本



FACT：

 ベトナム人の名前は、アルファベッ
トで表記しているが、漢字でも表記
できる。

 例： Hồ Chí Minh (胡 志明),Nguyễn 

Phú Trọng (阮富仲)など。

 多くの言葉の発音はもともと漢字語
であったので、日本語や中国語、韓
国語と少し似ている。



ご清聴
ありがとうございました。
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